
第 1 回 地域連携推進会議 会議録 

【要約】 

第１回地域連携推進会議では、障がい者グループホームの役割や運営の透明性を高める

こと、地域住民との相互理解を深める重要性が説明された。

具体的には、施設の種類やスタッフ構成、利用者の属性とい

った事業概要に加え、虐待防止や災害対策のための職員研修

の実施状況が報告された。質疑応答では、職員研修への参加

率を上げるためのオンラインの活用や地域行事への参画とい

った今後の課題についても意見が交わされた。全体を通して、

障がい者が地域で安心して暮らすための支援体制とネットワ

ーク作りのあり方を提示する内容となった。 

 

開催日時： 2026 年 2 月 13 日（金）13：30～ 場所：デルソル鴨池 

1. 開会 

事務局から会議の開催趣旨と当日の流れ（事業説明、質疑応答）について説明があった。 

2. 議題 

(1) 地域連携推進会議の目的と根拠 

①設置目的： 事業所と地域の連携強化、関係作り、利用者と地域の交流促進。また、障

害者グループホームへの理解促進、権利擁護、サービスの透明性確保を目的とする。 

②法的根拠： 基準省令（第 210 条の 7）に基づき、共同生活援助（グループホーム）に

おいて開催が義務付けられた。 

(2) 障害者福祉の法体系とサービス概要 

①法体系： 日本国憲法第 25 条を起点とし、障害者基本法（1993 年改正により精神障害

も枠組みに包含）、障害者総合支援法、障害者虐待防止法などの流れについて解説。 

②サービス区分： 障害福祉サービスは「介護給付」と「訓練等給付」に分かれ、グルー

プホーム（共同生活援助）は後者に含まれる。 

(3) 事業所（みんなの家）の概要 

①事業形態： 外部サービス利用型のグループホーム。自立度が高く、個別で必要なサー

ビスを選択したい方向けの住居。 

②運営形態： マンションタイプを採用しており、食事提供は行っていない。 

③利用者状況： 定員 5 名（現在 5 名入居）。平均年齢 41.2 歳（29 歳～57 歳）。男性 3 名、 

女性 2 名。障害種別は精神障害が 8 割、身体障害が 2 割。 

④スタッフ配置： 管理者、サービス管理責任者（柳）を中心に必要に応じて法人内の看 

護職員がサポートする体制。 

(4) 研修および訓練の実施状況 

①職員研修： 年 1 回、感染症対策、虐待防止、



身体拘束禁止、災害対策などの研修を法人合同で実施。 

②避難訓練： 消防訓練を年 1 回、「常の家」と合同で実施。利用者向けには毎年 1 回、

避難場所の説明と確認を行っている。 

3. 質疑応答・意見交換 

①職員研修の実施方法について：参加率向上のため、昼・夜の 2 部制にしたり、欠席者

には動画視聴と報告書提出を課すなどの工夫をしている。他施設からは、Zoom を活用

したオンライン参加の導入や、ハイブリッド開催（現地とオンライン）における運営上

の課題（どちらか一方が疎かになりやすい等）について意見が出された。 

②地域との関わりについて：現在は町内会への加入はしているが、地域の行事への参加

などは今後の課題である。同法人の「こだまの家 鹿児島」では町内会長との交流があり、

地域連携推進会議にも参加していただいたことが紹介された。 

4. 閉会 

事務局より、今年度は手探りの状態であるが、今後 1～2 年はテーマを変えずにグルー

プホームへの理解を深める活動を継続し、段階的にステップアップしていきたい旨の挨拶

があり、閉会した。 

 

 


